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平成２６年度 第３回仙北地域協議会  会議録  

 

 

●日 時：平成２６年８月１９日（火）      １５：００～１６：４０ 

●会 場：市役所仙北庁舎３階 大会議室 

 

 

●出席委員（１４名） 

  池  田    キ  ミ   伊  藤   良  子    大  釜   滝  浩   大  河 奈々子    

後  藤    孝  子      齋  藤   勇  一      佐々木   勝  夫     佐々木   誠  孝  

佐  藤  美佐子     佐  藤   隆  造     須  田   若  子    中  野   信  一       

原   隆   新       吉  田   利  雄  

    

●欠席委員（３名） 

  伊  藤   まり子      大  西   茂  雄      今  野   順  子        

 

 

●職 員  (仙北支所） 

  竹 内 徳 幸 （仙 北 支 所 長） 

  伊 藤 隆 造 （市民サービス課長） 

   須 田 和 久 （農 林 建 設 課 長） 

  小 松   徹 （仙 北 公 民 館 長） 

  新 田 一 実 （農林建設課参事）    

  藤 嶋 勝 広 （市民サービス課主幹） 

   小 松 暢 子 （市民サービス課副主幹） 

   

 

 

１ 開    会  市民サービス課長  伊藤隆造  

   ただいまより平成２６年度第３回仙北地域協議会を始めます。初めに会

長さんより皆様にごあいさつをお願いいたします。  

 

 

２ 会長あいさつ     仙北地域協議会 会長 吉田利雄                 

蒸し暑い日は続いておりますが、委員の皆様の健康そうなお顔を拝見い

たしまして安堵しているところでございます。この後も残暑が続くと思わ

れますが、健康に気をつけて地域のために努めていただきたいと思います。 
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先般の協議会の研修におきましては、菅江真澄について見聞を広げたと

ころでございます。佐藤委員さんにはご難儀をおかけいたしましたが、非

常に有意義な内容でございました。実際に展示物等を見れば、理解につな

がり易いところがあり、我々の地域で標柱について熱心に進めている中で、

一つの礎になる思いでありました。この後改修が待たれる何本かについて

も継続していき、管理していければ後継の方々にも有益な活動につなげる

ことが出来ると思われますので、よろしくお願いいたします。  

今日も限られた時間ではございますが、新規についてⅠ型が２件、Ⅱ型

が５件、Ⅲ型が２件で合わせて９件と、継続についてⅠ型が２件とⅢ型が

１件の３件、合計１２件の議案が出てございます。皆様からよろしくご審

議いただけますようお願い申し上げて、ごあいさつといたします。  

 

 

３ 支所長あいさつ   仙北支所長 竹内徳幸  

委員の皆様には、お忙しい中をご出席いただきまして、ありがとうござ

います。  

今、ご覧のとおり庁舎の耐震補強工事を行っておりまして、騒音や暗さ

等で大変ご迷惑をおかけしております。工期が１１月中旬までということ

で、引き続きしばらくご迷惑をおかけいたしますが、ご理解をいただきた

いと思います。  

先週の金曜日、１５日には、お越しいただいた方もおられると思います

が、「彩夏せんぼく」が行われました。残念なことに朝から雨が降ってい

ましたので、ほとんどのイベントを「ふれあい文化センター」に会場を変

えて行いました。そのような状況の中でしたが、約８００人のお客様に来

ていただきました。「こども魚つかみ取り」と「花火ショー」は払田の会

場で行いましたが、「魚つかみ取り」の時には雨も弱まりまして、６０人

ほどの親子でにぎわっておりました。「花火ショー」も小雨がぱらつきま

したが予定どおり行うことができ、結果としては、計画したことを順調に

実施することができたと思っております。ご協力ありがとうございました。 

また、７月２９日に市長が仙北地域を訪問視察いたしました。その中で、

新しく建て替えた菅江真澄の標柱（南陽院）を見ていただいたところ、標

柱改修は、仙北地域だけでなく大仙市全体で取り組んでいくべきなので、

支所長会に提案してみてくださいとの指示をいただきました。その後、支

所長会で話し合った結果、市全体で取り組む場合は、教育委員会が所管す

べきだということになりました。予算等々の関係もあり、今すぐにという

わけにはいきませんので、今のところ具体的な目途はついていない状況で

あります。仙北地域に関しては、ここまで整備が進んでおりますので、申
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請があれば、引き続き進めていってよいのではないかというように思って

おります。  

なお、本日の案件は、Ⅰ型が４件、菅江真澄の標柱建て替えのⅡ型が５

件、Ⅲ型が３件、の計１２件でございますので、よろしくご審議ください

ますようお願いいたします。  

 

 

 

４ 会議録署名委員の指名   吉田会長 

会議録署名委員の指名を行います。今日の会議録署名委員は、原隆新委

員、伊藤良子委員にお願いいたします。   

 

 

５ 議    事  

  

 ○吉田会長 

それでは、案件の協議に入らせていただきます。  

議事の（１）地域枠予算について、№８～№１９までが今回の審議内容で

ございます。№８「被災者支援記念桜樹勢維持管理事業」について事務局よ

り説明をお願いいたします。  

  

○説明者  市民サービス課  藤嶋主幹  

№８ 資料 1  事業名 被災者支援記念桜樹勢維持管理事業  

           申請者 市民サービス課長  

           要望者 仙北地域老人クラブ連合会  会長 千葉嗣助  

 

 ○吉田会長 

ただいまの説明は、№８の記念桜の維持管理の申請であります。確かこれ

は、早咲きの桜で柵の湯の露天風呂から見ることができます。やはり元気

がないように見受けております。この件について皆様いかがでしょうか。  

  

○佐藤（隆）委員  

  趣旨・内容等についてはもちろん賛成ですが、植物の生育は気候に左右さ  

れるものだと思います。３本のうち２本が枯れたことが、手入れが悪さだけ  

が原因なのかが気になります。樹木医さんのご意見等も取り入れた見積もり  

と思われますが、この地域は積雪寒冷地帯がために植物と合わなかった、と  

いうことであれば非常に残念ですので、そのあたりの事情を教えてください。 
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○伊藤課長  

平成１０年に現在の所に植えているので、幹がもっと太くなっていなけれ  

ばならず元気がないといくことで、業者である樹木医に相談して何とか元気

になる方法をということでこの見積もりを出してもらいました。桜 1 本の値

段よりははるかに高くなりますが、別の桜を植栽しても意味がありません。

このような養生の仕方で成功している実績があるので、まずは任せてもらえ

ないかという業者の見解をふまえての提案であります。  

 

○佐藤（隆）委員  

  わかりました。そうすれば任せてくれないかということですね。  

 

○池田委員  

  南の地方から来て育つことは大変なのでしょうが、やはり手を掛けないで  

絶やしてしまうことは残念なので、努力した実績とともに後世に残せたら良  

いと思います。  

 

○吉田会長  

  このままにしておくよりは、手を尽くして可能性が生んだ方がよいという  

ことですね。  

 

○佐藤（隆）委員  

  養生した後、最終的な管理者ということになると、柵の湯ではなく老人ク  

ラブということになるのでしょうか。  

 

○伊藤課長  

  今まではまがり家の樹木も含めて、柵の湯の方に管理してもらっておりま  

した。やはり毎日傍にいる方々の見守りをいただきたく、引続きお願いする  

方向で考えております。  

 

○吉田会長  

  老人クラブからの要請による申請ですので、桜の存在意義も含めて後世に  

伝えていくことになりましょうから、ある程度、何らかの形で老人クラブが  

関与するべきではないかと思います。そのような取り組みも含めての承認と  

いうことで皆様いかがでしょうか。  

 

【全員一致で異議なしの声あり】  
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それでは、可決とさせていただきます。  

 

続いて資料２、№９の「仙北福祉施設慰問事業」ということで、事務局の

方から説明をお願いいたします。  

 

○説明者  市民サービス課 藤嶋主幹  

№９ 資料№２  事業名 仙北地域福祉施設慰問事業  

申請者 支部長 あじさいコーラス  

  

○吉田会長 

  仙北地域福祉施設慰問事業についての要請でございますが、前年度より引  

続きの事業でございます。皆さんからこの件についてご意見を頂戴したいと  

思います。    

  

○中野委員  

継続してよい使い道だと思います。賛成です。  

  

○佐藤（美）委員  

続けて是非活動してほしいと思います。  

 

 ○吉田会長 

今２名の方からご意見を出していただきましたが、皆さん全員の方が頷い  

ておられるご様子をお見受けし、全員が異議なしという感を受けたのですが、

提案とおり採択してよろしいでしょうか。  

 

【全員一致で異議なしの声あり】  

 

皆さんにご理解いただけたものとして、採択とさせていただきます。  

 

○吉田会長  

続きまして№10 の「仙北中学校ボランティア活動支援事業」でございま  

す。これも継続でⅠ型でございます。説明をお願いします。 

 

○説明者 市民サービス課 藤嶋主幹  

№１０ 資料№３  事業名 仙北中学校ボランティア支援事業  

         申請者 仙北支所長  要望者 仙北中学校長      
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○吉田会長 

ありがとうございました。継続のⅠ型でございます。皆様からご意見を  

いただきたいと思います。  

 

○大河委員  

昨 年 も 作 っ た と い う こ と で す が 、 個 人 持 ち に は な ら な い の で す  

か 。 そ の 学 年 々 で 毎 年 作 る の で し ょ う か 。  

 

○支所長 

個 人 所 有 で は な く 学 校 保 管 に な り ま す 。 昨 年 は 2 年 生 全 員 56 人  

と 、 １ 年 ３ 年 8 人 の 執 行 部 、 合 わ せ て 64 人 に 活 動 し て い た だ い て

お り ま す 。 今 年 は 、 ３ 年 生 が 57 人 全 員 と 、 2 年 生 が 51 人 を 合 わ せ

て 108 人 で 人 数 も 増 え て お り ま す し 、実 施 日 数 も 増 え て い る と い う

こ と か ら 、み ん な が 着 ら れ る よ う に と い う こ と で 、今 回 も 申 請 を さ

れ た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

 

○吉田会長 

  大 河 さ ん ご 理 解 い た だ け ま し た で し ょ う か 。  

  

【 大 河 委 員 、 頷 く  】  

   

生 徒 へ の ふ る さ と 教 育 の 一 環 と し て の 申 請 で あ り ま す 。皆 様 い か

が で し ょ う か 。  

 

【全員一致で異議なしの声あり】  

  

それでは、可決いただいたものといたします。  

                   

  次 に 移 り ま す 。 №１１  「史 跡 の 里 秋 ま つ り 事 業 」 に つ い て ご 説

明 願 い ま す 。  

 

○説明者 小松仙北公民館長  

№１１、資料№４  事業名 史跡の里秋まつり（公民館まつり）事業  

申請者 仙北公民館長  

 

○吉田会長  
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ありがとうございました。２０周年というお節目の意味もあるようでござ  

います。これを機会にいろいろなイベントも考えておられるようですので、

そのあたりもご理解いただいてご審議いただければと思います。  

 

○須田委員  

この事業は地域の老若男女が集まる機会であります。私も主催者側のスタ  

ッフとして、沢山の皆様にお越し願いたいと思っております。是非よろしく

お願いいたします。  

 

○ 後 藤 委 員  

  い つ も 大 変 な ご 難 儀 を か け て お り ま す 。私 た ち も 発 表 の 場 を い た

だ い て お り ま す 。 参 加 市 民 側 と し て も ぜ ひ お 願 い い た し ま す 。  

   

○ 原 委 員  

私 も 大 賛 成 で す 。  

 

○ 吉 田 会 長  

  い か が で し ょ う か 。 承 認 し て よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

 【全員一致で異議なしの声あり】  

  

それでは、承認いただいたものといたします。  

  

  続 き ま し て 、№ １ ２ の「 史 跡 の 里 杯 グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ 大 会 」に

つ い て ご 説 明 願 い ま す 。  

 

○ 説 明 者  藤 嶋 主 幹  

 № １ ２ 、 資 料 № ５  

事 業 名  １ ５ 周 年 記 念  史 跡 の 里 杯 グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ 大 会  

    申 請 者  大 仙 市 仙 北 グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 協 会 会 長  伊 藤 稔  

 

○ 会 長  

  こ の 事 業 は グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ の み な ら ず 、 南 門 建 立 20 周 年 記

念 と い う こ と で 南 門 の ぼ り 体 験 な ど の イ ベ ン ト と 合 わ せ た 事 業 で

も あ る よ う で ご ざ い ま す 。参 加 者 も 250 名 と い う こ と で 、さ ら に は

子 ど も グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ も あ り ま す の で 相 当 大 き な イ ベ ン ト に な

る の で し ょ う か 。 皆 様 の ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。  
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○ 大 釜 委 員  

  関 係 者 と し て も ぜ ひ お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

 

○ 池 田 委 員  

  例 年 の 参 加 状 況 に つ い て 教 え て い た だ け ま す で し ょ う か 。  

 

○ 大 釜 委 員  

  今 年 で 15 回 目 で す が 、 当 初 は 300 人 を 超 す 参 加 者 が あ り 、 東 北

規 模 の 大 会 で あ り ま す 。昨 年 も 200 人 近 い 参 加 者 が あ り ま し た 。だ

い た い 継 続 し て そ の 位 で あ り ま す 。  

 

○ 池 田 委 員  

  わ か り ま し た 。 賛 成 で す 。  

 

○ 後 藤 委 員  

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 大 会 へ の 参 加 資 格 に 協 会 会 員 と あ り ま す が 、

一 般 の 方 の 参 加 は で き な い の で し ょ う か 。  

 

○ 藤 嶋 主 幹  

  開 催 要 項 の と お り 、協 会 会 員 に な っ て い る こ と が 参 加 資 格 の よ う

で す 。毎 年 恒 例 の グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ 大 会 本 体 に つ い て は 、参 加 者

の 参 加 費 で 賄 っ て 行 わ れ ま す 。 地 域 枠 予 算 の 30 万 円 は 、 15 周 年 と

い う こ と で 付 随 し た 、い わ ば 今 回 限 り の イ ベ ン ト 部 分 の つ い て の 補

助 金 と い う 考 え 方 で あ り ま す 。こ の 部 分 に 関 し て は 、地 域 の 皆 さ ん

に 周 知 を 図 り 、 参 加 し て い た だ く も の で あ り ま す 。  

 

○ 課 長  

  グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ の 開 催 要 項 の み を 今 回 の 資 料 に 載 せ て ご ざ い

ま す が 、 実 際 に 地 域 枠 予 算 を 使 う の は 、 こ の 他 の 親 子 20 組 の 子 ど

も ゲ ー ム と 南 門 建 立 20 周 年 ち な ん だ 体 験 学 習 、 Ｂ 級 グ ル メ コ ー ナ

ー な ど の 部 分 に な り ま す 。こ ち ら に つ い て は 実 績 報 告 し て い た だ く

時 に 、 写 真 等 で 詳 し く ご 紹 介 で き る も の と 思 い ま す 。  

 

○ 吉 田 会 長  

  今 、 加 え て の 説 明 が あ り ま し た が 、 い か が で し ょ う か 。  
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【全員一致で異議なしの声あり】  

   

 そ れ で は 、 承 認 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

○ 吉 田 会 長  

次 の № 13～ № 17 ま で は 、新 規 の Ⅱ 型 で ご ざ い ま す 。い ず れ も 菅 江

真 澄 の 標 柱 の 申 請 で ご ざ い ま す の で ま と め て 説 明 し て く だ さ い 。  

 

○ 説 明 者  藤 嶋 主 幹  

  № 13、 № 14、 № 15、 № 16、 № 17、 資 料 № ６ ～ 10  

    事 業 名  菅 江 真 澄 標 柱 改 修 事 業  

    申 請 者  戸 地 谷 北 部 町 内 会 、 川 前 中 央 町 内 会 、 鶴 田 自 治 会 、

上 払 田 部 落 会 、 高 梨 第 三 支 部  

   

こ の う ち 上 払 田 部 落 会 の 長 森 柵 跡 に つ い て で す が 、文 化 財 保 護 班

よ り 柵 の 上 で の 埋 め 込 み は 遠 慮 し て ほ し い と の 指 導 が あ り ま し た 。

方 法 の 1 つ と し て は 、南 門 の 見 え る と こ ろ に 移 動 し て 建 立 す る と な

る と 予 算 内 で で き る の で す が 、山 の 上 に 建 て る と す れ ば 別 途 追 加 で

の 費 用 が 必 要 に な り ま す 。追 加 の 可 能 性 も 含 め て 承 認 い た だ け れ ば

と い う お 願 い で あ り ま す 。  

 

○ 吉 田 会 長  

標 柱 に つ き ま し て は 、仙 北 地 域 の み な ら ず 、大 仙 市 全 体 で 取 り 組

ん で は ど う か と い う 市 長 さ ん の ご 意 向 も い た だ き ま し た よ う で す

が 、仙 北 地 域 と し て 、ま ず は や れ る と こ ろ ま で 続 け て い け れ ば と 思

い ま す 。  

長 森 に 関 し て も 、も し 超 過 し た 場 合 は 、次 回 修 正 し 承 諾 を も ら う

形 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

【全員一致で異議なしの声あり】  

 

  それでは、承認とさせていただきます。  

 

  次の議案でございます。№18 の「仙北地域活性化対策事業」について事務

局の方からお願いいたします。  

 

○説明者 藤嶋主幹  



 

- 10 - 

  №18、資料 11  事業名 仙北地域活性化対策事業 自治会連合会  

           申請者   自治会連合会 会長 原 隆新  

 

○ 吉 田 会 長  

  た だ い ま 説 明 に あ り ま し た 自 治 会 連 合 会 の 事 業 は 、非 常 に 大 変 な

事 業 だ と 思 っ て お り ま す 。  

会 長 さ ん の 原 さ ん は 大 変 ご 難 儀 さ れ て い る こ と と 思 い ま す が 、皆 さ

ん か ら の お 知 恵 も 含 め ま し て ご 審 議 願 い た い と 思 い ま す 。  

 

○ 原 委 員  

  自 治 会 連 合 会 事 業 と い う こ と で 、多 く の 方 に 参 加 し て い た だ き な

が ら い ろ い ろ や り た い の で す が 、何 し ろ 予 算 が あ り ま せ ん 。こ の 地

域 枠 予 算 は あ り が た い 限 り で す 。ま だ ま だ 浸 透 し き れ な い 部 分 も あ

り 、集 ま っ て く れ る 方 が 少 な い 現 状 も あ り ま す が 、少 し ず つ 積 み 重

ね る よ う に 実 績 を つ く っ て い く こ と で 、活 動 や 事 業 の 効 果 も 期 待 が

持 て る も の と 思 っ て お り ま す 。ど う か 、よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 

 

○ 佐 々 木 （ 誠 ） 委 員  

  自 治 会 の コ ミ ュ ニ テ ィ が 益 々 重 要 視 さ れ る 時 代 に 入 っ て き て い

る と 思 い ま す 。や は り こ の よ う な 注 目 を さ れ る イ ベ ン ト 等 の 事 業 を

企 画 し 、ぜ ひ 地 域 枠 予 算 を 活 用 し か ん ば っ て い た だ き た い と 思 い ま

す 。  

 

○ 佐 々 木 （ 勝 ） 委 員  

  非 常 に 良 い こ と だ と 思 い ま す し 賛 成 で す 。た だ や っ て い る 方 々 に

大 変 に ご 難 儀 を 掛 け る こ と と 思 い ま す が よ ろ し く お 願 い し た い と

思 い ま す 。  

 

○ 吉 田 会 長  

  皆 様 の 励 ま し と と も に 賛 成 を 得 た と い う こ と で 、承 認 い た だ い た

と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

【全員一致で異議なしの声あり】  

 

あ り が と う ご ざ い ま す 。  

最 後 の 案 件 と な り ま す 。№ 19 の「 一 ツ 森 公 園 紫 陽 花 園 標 柱 改 修 事

業 」 、 新 規 の Ⅰ 型 で あ り ま す 。 ご 説 明 願 い ま す 。  
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○ 説 明 者  藤 嶋 主 幹  

 № 19 資 料 № 12  事 業 名  一 ツ 森 公 園 紫 陽 花 園 標 柱 改 修 事 業  

申 請 者  市 民 サ ー ビ ス 課 長  

 

○ 吉 田 会 長  

首 都 圏 仙 北 町 ふ る さ と 会 で 設 置 し た 標 柱 の 改 修 事 業 で ご ざ い ま

す 。ふ る さ と 納 税 と の 関 連 や 、ふ る さ と を 想 う 人 々 と 地 域 の 住 民 と

し て の 関 係 を 考 え る と 蔑 ろ に で き な い 感 が ご ざ い ま す 。  

 

○ 佐 藤 （ 美 ） 委 員  

ど う せ 改 修 す る の な ら 、よ り 耐 久 性 の あ る 亜 鉛 パ イ プ に し た ほ う

が 良 い の で は な い で し ょ う か 。  

 

○ 市 民 サ ー ビ ス 課 長  

菅 江 真 澄 の 標 柱 の サ イ ズ は 、紫 陽 花 園 の 標 柱 に し て は 長 く て 大 き

い で す 。  

こ の 標 柱 は 、既 存 の サ イ ズ で 程 良 い 大 き さ で  さ り げ な い 味 わ い を

出 し な が ら 改 修 し た い も の で あ り ま す 。  

 

○ 吉 田 会 長  

サ イ ズ は こ の と お り で も 、こ の 規 格 で 亜 鉛 に し た ら い か が で す か

と い う 提 案 で す ね 。 せ っ か く 改 修 し て も ま た 10 年 や そ こ ら で 傷 ん

で し ま す よ う で あ れ ば 残 念 な こ と で す し 、 い か が な も の で し ょ う

か 。  

 

○ 小 松 副 主 幹  

業 者 見 積 も り は 菅 江 真 澄 の 標 柱 業 者 と 同 じ と こ ろ で い た だ い て

お り ま す 。既 存 の 物 を 見 て い た だ い た と こ ろ 、今 回 の 見 積 も り に 挙

げ た よ う な 工 法 が 良 い の で は な い か と い う こ と で し た 。耐 久 性 も 亜

鉛 パ イ プ と 遜 色 な い と の こ と で は あ り ま し た 。で す が 、会 で の 協 議

を 受 け ま し て 、耐 久 性 を 重 視 す る と い う 観 点 か ら も う 一 度 業 者 に 確

認 を 取 り た い と 思 い ま す 。そ の 上 で 、亜 鉛 パ イ プ で の 施 行 を 行 う こ

と に な り 、掛 り 増 し し た 予 算 の 使 い 方 を お 願 い す る こ と が あ る か も

し れ ま せ ん の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 吉 田 会 長  
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改 修 に 関 し て は 賛 成 で す が 、確 認 し て 可 能 で あ れ ば よ り 長 持 ち す

る 形 で お こ な っ て も ら い た い で す 、掛 り 増 し に つ い て は 次 回 の 報 告

で 承 認 と い う 形 で お 願 い す る と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

【全員一致で異議なしの声あり】  

   

  ありがとうございます。  

  これで、第３回の地域枠予算についての議事の審議は終了となります。  

 

 

６ その他  

 

①  大 仙 市 誕 生 １ ０ 周 年 式 典 実 行 委 員 の 推 薦 に つ い て  

（ 市 民 サ ー ビ ス 課 長 よ り ）  

各 地 域 協 議 会 の 委 員 か ら 一 人 選 出 す る 必 要 が あ っ た が 、時 間 的 に

余 裕 が な か っ た た め 、吉 田 会 長 と 相 談 し て 、大 釜 滝 浩 委 員 を 選 出

し 報 告 済 。  

 

②  大 仙 市 雪 対 策 計 画 協 議 会 に つ い て  

（ 吉 田 会 長 よ り ）  

9 月 １ 日 協 議 会 開 催 。 自 分 た ち の 地 域 の 実 状 や 意 見 等 を 記 述 し た

も の を 提 出 の こ と （ 25 日 ま で に 市 民 サ ー ビ ス 課 へ ）  

 

③  流 雪 溝 の 取 手 が 壊 れ た 場 合 は 、ど こ に 言 え ば よ い か 。（ 後 藤 委 員 ） 

県 道 に 関 し て は 直 接 県 に 報 告 。 農 林 建 設 課 を 通 し て も 良 い 。  

（ 農 林 建 設 課 長 ）  

 

④  菅 江 真 澄 の 標 柱 ・ リ ー フ レ ッ ト ・ Ｄ Ⅴ Ｄ 等 に つ い て  

標 柱 改 修 が 終 了 し た 後 の こ と だ が 、リ ー フ レ ッ ト・Ｄ Ⅴ Ｄ 等 の 作

成 を 手 掛 け て い く こ と も 検 討 し て は ど う か 。点 か ら 線 へ の 実 現 を

目 指 し て 仙 北 地 域 か ら 発 信 す る で き る こ と が あ る か も し れ な い 。 

            （ 市 民 サ ー ビ ス 課 長 ・ 吉 田 会 長 ）  

 

 

 

 

 



 

- 13 - 

 

 

 

 

 

 

 この会議の記載が真正であることを保証するためここに署名、捺印する。  

 

 

 

 

 

        仙北地域協議会署名委員   原  隆 新           

 

 

 

 

        仙北地域協議会署名委員   伊 藤  良 子            

 


